
 2005 年３月 20 日 10 時 53 分頃の福岡県西方沖の地震について 

今日（20 日）10 時 53 分頃、福岡県西方沖を震源（深さ９km）とするマグニチュード（Ｍ）

7.0（暫定値）の地震が発生しました。この地震により 20 日 10 時 57 分に福岡県日本海

沿岸、壱岐・対馬に、「津波注意」の津波注意報を発表しました。その後、20 日 12 時 00

分にこの津波注意報を解除しました。注意報を解除した沿岸では若干の海面変動の可能

性がありますが、被害の心配はありません。 

20 日 12 時 00 分現在、津波は観測されていません。 

この地震により、福岡県の中央区、東区、前原市、佐賀県のみやき町で震度６弱を観測

したほか、九州北部を中心に、九州地方から関東地方の一部にかけて震度１～５強を観

測しました。この地震活動は現在のところ、本震－余震型で推移しています。20 日 12 時

20 分現在、震度１以上を観測した余震は 29 回です（震度３：３回、震度２：11 回、震

度１：15 回）。 

九州で震度６弱以上の地震を観測したのは、1997 年５月 13 日の鹿児島県薩摩地方の地

震（M6.4）により鹿児島県川内市で震度６弱を観測して以来です。 

九州地方に津波注意報を発表したのは、1996 年 12 月３日に発生した日向灘の地震

（M6.7）以来で、日南市油津（宮崎県）で 12cm の津波を観測しています。 
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2005 年３月 20日 10時 53分頃の福岡県西方沖の地震（Ｍ7.0 深さ

９km：暫定値）の推計震度分布図 

〔解説〕 

この地震により、九州地方北部の福岡県、佐賀県を中心に震度５弱以上の地域が拡がって

おり、博多湾沿岸、筑後川流域、唐津湾沿岸では震度６弱以上の分布がみられます。 

 

これらの地域では被害の確認と、今後の余震による被害の拡大への注意が必要です。 

 

＜推計震度分布図利用の留意事項＞ 

個々のメッシュの位置や震度の値ではなく、大きな震度の面的な拡がり具合とその形状に着目してご利用

下さい。 

        
     




